
2 )草地酪農地帯におけるサイレージ用とうもろこしの導入と利用

金川 直人(道農業改良課)

1. まえがき

本道の最北端に位置する寒冷地の根釧地方の農業は従来牧草単作の典型的な草地酪農とし

て発展し，草地面積 150.000hα，乳牛頭数 183.000頭で， 1戸当たり35頭， 1頭当たり草地

面積82a にまで拡大されてきた。

しかし，近年草地面積の拡大も限界に近づ、き，草地に求められる収量水準が高まるのに伴

い，草地の経年化に伴う収量の伸び悩みや，ひん発する牧草の冬枯れ.あるいは牧草単一の

飼料構造に関係があるとみられる事故牛の多発や異常乳の発生など，さまざまな問題が生じ

てきている。

一方，とうもろ乙しの適地は積算温度が 2，4000C以上の地帯とされ，当地方では不安定作

物であるという理由から，その栽培は極力抑えられてきた。しかし，近年世界的に寒地向品

種の改良には目覚ましいものがあり，根釧地方にもサイレージ利用としての作付面積が増加

しており，各普及所の調査では昭和48年に釧路管内 .240hα，根室管内 5haにまで落ち込んだ

ものが50年には 468hα， 293 haまで伸び，更に51年は 833ha， 578 haと倍増(全草地の 1%) 

し，次年度増加の傾向にある。乙のようにサイレージ用とうもろこしの相対的評価は従来と

は異なってきている。

以上のような状況のなかで，栽培の実態と，とくに限界地域ともいえる別海町を中心に普

及所の展示ほの成績について栽培技術を解析してみたい。

2. 各地の有効積算温度

表1. 各地の有効積算温度(日平均温度10
0

C以上)

一 14-



年次別有効積算温度

白 糠
中雪裡
(鶴居村)

標 茶 弟 子 屈 中 標 津

昭46 48 

482 766 

管内でとくに問題になる有効積算温度 750
0

C以下の地域は白糠町，浜中町，釘iI路市，標津

町，羅臼町，根室市の要するに沿海地帯で"更に豊凶年による温度較差が大きい乙とである

(表 1)。

3. 当地帯での導入のねらい

(1) 粗飼料品質改善の一助として

とかく組飼料単純化栽培では端境期が大きくなる。また高エネノレギ一組飼料で家畜の晴

好性も高く消化吸収もすぐれており，糖分含量が高くサイレージ調製が容易で牧草との組

み合わせによる栄養バランスもよく乾物摂取量を高めるO

(2) 牧草の冬枯れに対する緊急対策として，荒廃草地のとくにシパムギ，フキなど雑草駆除

をねらつての一手段として，なと己

4. 栽培の現況

各普及所の調査(表 2)によると，従来から作付けされている白糠町，音別町， iliI路市，

阿寒町，弟子屈町で生育日数95日-115日の中晩生種が70-80~ちの作付けと多く，量的確保

の意識が強いのに対し，近年作付けが多くなった鶴居村，標茶町，浜中町，別海町，中標津

町は立地条件も悪いだけにへイゲンワセ，カノレデラ 535や85日級の早生種に統一されている。

なお，ホクユウが昭和49年に釧路内陸地帯の奨励品種，カノレデラ 535が昭和51年根室内陸

地帯の準奨励品種に決定している。

播種期は平均が 5月26日だが 6月lζ入つての播種もあり一般に遅し 1。栽植株数はlOa当た

り4，340株，本数 6，430本で平均 l株当たり1.5本とコーンプランタに左右され 1本立ては

少なし 1。収穫期の熟度は乳熟期が多い。 10a当たり収量は生総重で 5，500 kg. 茎葉重 4，240

kg，雌穂重1.140 kg，雌穂重割合は 22.1%で，浜中町，標茶町，弟子屈町の生総重が4，100

-4，600 kgと低し可。

栽培上の問題点としては，播種期が遅い，鳥害などによる欠株が多い，雑草との競合など

適期作業の欠除に起因するものが多い。
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表 2. 昭和51年根釧地域サイレージ用とうもろ乙し作付け状況

よ古里竺白糠
釧路市 阿寒町 鶴居村 標茶町

弟子
浜中町 別海町

中標
平均

音別町 屈町 津町

作付面積
音白1樺別82 aZ O o 51. 0 29. 0 2∞.0 170.0 86. 0 叩.0 385.0 160.0 (hα〉

115日 110日 100日
カノレデ ヘイゲ 95日

カルデ カルデ 85日
主 78.2 29.5 33. 6 ラ635.354 

ンワセ
63.6 ラ 535ラ 535 37. 4 

な 43. 4 76.4 42. 9 
作 エロー

115日 110日
9516日.5 

80日 110日 P 131 へイゲ カノレデ
付 2 デン卜 ンワセ ラ535
口口口 8.7 18. 9 26. 1 39.5 21. 2 23.6 28. 6 37. 3 
種

100日
カノレデ 95日 105日 85日 100日 85日

へイゲ
(勿 3 8.7 ラ 535 18.7 9.2 4. 5 15.2 16.3 

ンワセ
14.4 20. 5 

調査戸数
66 20 9 21 43 11 30 22 12 (戸)

播 種 期
5. 21 5. 22 6.4 5. 31 5. 24 5.26 5.24 5.26 (月日)

栽植株数
3，994 3. 668 4.567 4，423 4，757 4， 086 4，877 4，339 (株/lOa)

栽植本数
5，767 5. 455 6，360 6，600 6.605 5.309 6，663 6.870 8，205 6， 426 

(本/10a) 

収穫期熟度 乳後 乳 乳初 手L 乳初 乳初 乳 乳

生 総 重 6.296 6，506 6.360 5.603 4，316 4，088 4，600 6. 100 5.405 5.475 
草
収
量 茎葉重 5， 501 4，701 4.876 3. 482 3. 507 3，500 4. 710 3.621 4，237 
r-... 

/ its 
雌穂 重 1， 005 1， 659 727 834 666 1. 100 1，お3 1.784 1. 139 

10a 

雌穂割合{勿) 15.4 26.1 13. 0 19. 3 16.3 23.9 29.6 お.0 22. 1 
」一

注) 1. 各普及所の調査による。

2. 他に厚岸町38ha，¥I)!I路村 2hα，標津町33hαの作付けがあるo

5. 栽培上の留意点

次に主に現地試験の成績から栽培上の留意点について述べると，

(1) 品種の選定

栄養収量の多い品種を選定するためには，平均初霜日(中標津10月 7日)までに糊熟期

以上に達する早生品種である乙と。

根釧農試の成績(表 3)では，昭和48年から51年までの早生 3品種の平均では絹糸抽出

期がへイゲンワセ 8月24日，カルデラ 535， 8月26日，ホクユウ 9月 1日でホクユウは 5

円
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~ 7日遅し'010 a当たり風乾総量で 900~ 1. 000 kg，ホクユウ〉カノレデラ 535>へイゲン

ワセの順であるが，乾物中 TDN%はへイゲンワセ〉カルデラ 535>ホクユウ， 10 a当た

りTDN収量はホクユウ 691 kg>カノレデラ 535 666 kg>へイゲンワセ 619 kg。収穫

期の熟度はヘイゲンワセ，カルデラ 535は48年， 50年には黄熟期に達しているが，ホクユ

ウは乳熟後期から糊熟期どまりであるO

表 3. 品種比較試験成績

品種 名

へイゲン

カルデラ 535

ホ クユ

乾

絹糸抽

物 率 阪)

日)
収

平均 48

8241糊~黄

8判糊~黄

9. 11 糊

種 時 熟

根釧農試

度

51 

乳後

中

10 a 当たり収量 kg)

4きエをニー 葉 雌 穂 生 総 重

48 49 50 51 48 49 50 51 48 49 50 51 平均 % 

17.3 14.8 21. 1 15.8 33.9 20.5 39.8 26.2 4， 370 3，677 3，525 4，803 4，093.8 100 

18.2 26.2 19.4 17.8 39.4 17.8 35. 6 22. 5 4，869 4， 193 4， 191 5， 097 4，587.5 112. 1 

20.6 18.8 20.6 19.9 33. 7 17.4 31. 4 13. 3 6，286 4， 322 3，969 5， 322 4，976.8 121. 6 

10 G 当 た り 収 量 kg) 

風 乾 川企~ 重 風 乾 雌 穂 重

48 49 50 51 平均 % 48 49 50 51 平均 % 

1，095 622 933 896 886.5 100 627 278 402 330 409.2 100 

1，132 700 1， 061 961 963.5 108.7 589 279 546 263 419.2 102.4 

1，450 795 962 1，0071 1，053.5 118.8 610 236 422 104 343.0 83.8 

10 a 当たり収量 kg) T D N 防)

乾 物

48 49 50 51 平均 % 48 

778 436 650 610 618.5 100 71. 1 

787 482 764 629 665.5 107.6 69.5 

950 526 673 614 690.8 111.7 65.5 

T D N 防)
注) 1. 播種期 5月26日， 5，700本/10a 

原 物 中

% 
2. 施肥量堆肥 4t ，炭カル 100kg， 

100 ょうりん 100kg， N12， P 15， K 10 

96. 1 

92. 1 
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(2) 播種期

播種期を早める乙とによって生育期間が延長され増収に結びっく乙とになる。地温100

C

に達する 5月20日頃が適期で，平均晩霜日(中標津) 5月24日であるから早播する場合覆

土深を 2-3cmにする乙とO

播種期別現地試験成績(表 4)によると播種期が遅くなるに従って気温の上昇に伴ない

生育が促進され，播種より絹糸抽出期までの期間は短縮しているO しかし絹糸抽出期は播

種順に遅れ，その結果全生育期間及び登熟期聞における有効積算温度が低下し，生育環境

に及lます影響は大きし可。

表 4. 播種時期別現地試験(昭51) 別海町高木 修

区 日リ 早播 区 標準 区 晩播 A 区 晩播 B 区 極晩播区
(播 種 期) ( 5月14日) ( 5月21日) ( 5月28日) ( 6月 4日) ( 6月11日)

生 育 期 間(日) 141 136 129 122 115 

積 算 温 度Cc) 2. 139. 2 2，064. 5 1. 959. 6 1. 879. 0 1. 775. 6 

有効積算温度CC) 760.4 742. 0 716.9 706.3 672.9 

絹糸抽出期 ( 月 日 ) 8. 14 8. 19 8.23 8.28 9. 2 

8'24量生 品企 重 6.372 5.770 4，764 4， 502 4，808 

(kg/10 a) 風乾総 重 688 664 505 446 538 

収穫時熟度 10/4 黄 初 糊 後 乳後~糊初 未熟~乳初 未 穀L

生 総 重 (kg/10a) 6，870 6，919 7.568 6， 194 7.216 

乾率 4幸=<ぎ二. 葉 16.02 17.31 16. 81 15. 39 16. 11 

物防) 雌 穂 40. 38 29. 17 28.57 22. 73 22. 10 

厄l ニ空三き二. 葉 837 951 1. 041 807 993 

乾 雌 穂 665 ~ 415 393 216 232 

重 総 重 1. 502 1. 366 1. 434 1， 023 1. 225 

(kg/lOα) % 110. 0 100 105. 0 68. 1 81. 6 

雌穂重/総重(銘) 44.3 30.4 27. 4 21. 1 18.9 

T 収量 (kg/lOα) 1. 052. 4 9C陪.3 940.0 666. 6 775. 1 
D 
N 手ち 116. 1 100 103. 7 73.6 85.5 

注) 1. 品種カノレデラ 535， 6， 993株/10a，高度化成 S363， 90 kg/lO a 

生育に伴う 8月24日の乾物生産割合 (8月24日乾物生産量/収穫時茎葉乾物量)でみる

と，早播区は 82%，標準区70%，晩播 A区49~ぢ，晩播 B 区55% ，極晩播区54~ちとなり，早

播は個体の完成を早める乙とを意味するものと考えられる O

収量:雌穂重において播種期の早晩による収量差は大きく，早播区の増収が60~ぢに対し

6月以降の晩播区は46-48%の減収となっている O 総乾物収量においては早播区が増収を

口。



示し，晩播lζ伴い減収する O 雌穂の登熟においても糊熟期以上に達したのは標準区(5月

21日)以前に播種したものであり，播種が遅れるにつれて登熟が遅れ雌穂重率も低下して

いるO

根釧農試の51年度成績でも同じような結果で 5月中旬の早播がまさり， 6月中旬以降の

晩播の収量低下が大きい。

(3) 栽植密度

表 5. 栽植密度現地試験(昭51) 別海町高木 修

コと絹糸 45日目の生育 収穫期10/4 (cm) 生草 重 (kg/lOa)

抽出期
草丈葉数

(月日)
(cm) I (枚) 稗長着穂高熟度 茎葉 雌穂 総重 手話

5， 000本区 8.21 25. 2 6. 1 216 83 黄初 4，743 1， 282 6. 025 100 

6， 000 11 8. 21 22.0 6. 1 223 92 糊後 5，594 1. 308 6. 902 114.6 

7. 000 11 8.21 23.4 6.2 221 99 糊後 6， 820 1. 498 8. 318 138. 1 

8， 000 11 8.21 23.4 6.4 245 108 
糊中

6，767 1. 504 8. 271 137.3 
~後

乾物率(猪) 乾 物重 (kg/lOa ) TDN 
(kg/lOa) 

摘 要

茎葉 雌穂 茎葉 % 雌穂 手話 総重 予ぢ 収量 % 

17.61 33.85 835 100 434 100 1. 279 100 854.9 100 品種 カノレデラ 535
2. 播種期 5月19日

18.17 32.61 1. 016 122 427 113 954.3 111. 6 
3 栽植密度 6， 993株

98 1. 443 l本立
4. 施肥量

17.18 32.80 1. 172 140 491 113 1. 663 130 1.099.5 128.6 堆厩肥 3t 
高度化成

14.57 29.63 986 118 446 103 1， 432 112 953.0 111. 5 
S 363 90kg/1O a 

5. 20d 2反覆

(表 5)によると栽植本数が増加するに従って稗長，着穂高も高くなる傾向を示し，個

体聞に競合が起乙るように考えられるO 登熟についてみると， 5，000本区が黄熟初， 6，∞o

-7， 000本区においては糊熟後期， 8，000本区は糊熟期~後期と過密化に伴ない登熟の遅

れる傾向を示した。

総乾物収量， TDN収量は 7， 000 本区が30~ぢの増収を示し，次いで 6， 000 本， 8，000本

区で 5，000本区よりも増収するととが認められた。

(4) 施肥

(表 6)によると初期生育においては，各区共に肥料成分が析出し，発芽障害が見受け

Q
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られたが， 1 B 464区，日産草地 4号区がややまさった。乾物雌穂重では追肥区が25~ぢも

増収を示した。

また，中標津町での 2ケ所の展示ほ成績ではlOa当たり高度化成 S363を60kg，80kg， 

120 kgの比較ではいずれも60kg区がまさった。施肥量が多くなると茎葉重が増加するが，

60kg区は雌聡m:が多し'0

乙の ζ とは，本年の気象条件が 5月中旬から 7月下旬までの春先平年より気温が高く，

降水量が極端に少なく干ばつの傾向 lζ経過し， 8月-9月は低温で早冷のため施肥効果が

速効性肥料に軍配があがったものと考えられる。

表 6. 高度化成肥料比較現地試験(昭51) 別海町高木 修

区¥¥idl項~ 目

供試銘柄の成分(箔) 施肥量 10 a当り要素量(%)

N P2U5 K20 Mgo (kg/10a) N P205 K20 Mgo 

料，'!dt区(エーs-コー36プ3) 13. 0 16. 0 13.0 5.0 92.3 12.0 14.8 12.0 4.6 

改善区(
/1 

264 ) 12. 0 16.0 14.0 5.0 100.0 12.0 16.0 14.0 5. 0 

〆'/ 12. 0 16.0 14.0 5. 0 58.3 js肥区( 264 ) 
17.0 17. 0 29.4 

12. 0 9.3 8. 2 2.3 
N K C--

比較区(
/ノ

264 ) 12.0 16.0 14.0 58.3 7. 0 9.3 8. 2 2.3 

1 B 4 6 4区 14.0 16.0 14. 0 4. 0 85.7 12. 0 13.7 12.0 3.4 

日産草地 4号区 14.0 17.0 12. 0 85.7 12.0 14. 6 10.3 

キ1]糸 熟度 生草収量(kg/10a) 乾物率(%) 乾物収量 (kg/10a) 
TDN  

抽H¥ (kg/10a) 

期
摘 要

(月日)10/4 茶菓 雌穂 計 茎葉 雌穂 茎葉 % 雌穂 % 計 % 収量 % 

8. 21 糊~4，918 1，351 6，269 16.45 31. 60 809 100 427 100 1， 236 100 833.8 100 1. 品種:名
後

カルテーラ

// 
糊後

6，048 1，493 7，541 15.20 33.48 919 114 500 117 1， 419 115 959. 9 115. 1 
535 

~黄初 2. 栽植密

度
// 糊後 5，431 1， 561 6，991 17.78 34.17 966 119 533 125 1，499 121 1，015.3 121. 8 6，993株

l本立

// 
糊後

5，4ω 1，453 6，857 16.41 35.07 887 110 510 119 1，397 113 949. 7 113.9 3. J番極期
~黄初 5月19日

糊~
4. 供試面

// 

後
5， 986 1，456 7，442 18.92 34.48 1， 133 140 502 118 1，635 132 1，086. 1 130.3 積

l区20nl
// 糊後 6，271 1，597 7，866 17.00 31. 30 1， 066 132 499 117 1，565 127 1，044.6 125. 3 2反覆
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(5) 刈り取り時期

刈り取り時期は平年初霜日の10月 7日までに黄熟期(水分75%位)に達した場合刈り取

り調製する乙とを原則とする。通常黄熟期は生草収量で乳熟期の80~ぢ位であり，また道東

では糊熟期で水分75%はむずかしい。

表 7 水分含量と栄養価

昭和50年とうもろとしサイレージ分析

(22点)結果より (十勝北部普及所)

水分含量 T D N (原物中勿) TDN(乾物中%)

乳

糊

黄

'フ=百と，

80 
% 11. 6 ( 7. 8 - 13. 2 ) 58.0 

75 - 80
'1 

14. 6 (12. 8 - 15. 5 ) 64.9 

謬L

75 
11 

16. 9 (16. 4 - 17. 7 ) 67.6 

(カナダオンタリオ州農務局)

度 水 分
TDN 

(原D物C中P沼)
TDN 

(原物中沼) (乾物中銘)

謬L 期 80% 12. 9 1.8 64.5 

謬L 期 75 11 16. 8 2. 1 67.2 

謬L 期 70 11 20.8 2. 4 69.3 

場L 期 65 11 24.2 2. 8 69.2 

十勝北部地区普及所の昭和50年度22点のサイレージ分析結果(表 7)では水分含量が低

下する乙とによって明らかにTDN含量が高まり，その相関は有意lζ高し可。

また，カナダのオンタりオ州の成績でも熟期が進むと水分含量は低下し. TDN. CP 

含量は高くなっている O

降霜後の放置については，アメリカ，カナダでは登熟が進み，水分低下がありプラスに

働くとあるも気象条件の異なる本道においては，北農試畑作部の昭和41年度成績では，降

霜後放置することによってサイレージ品質は低下し，乳牛の採食性が低下すると報じてい

るO その原因は放置によって水分低下がなくマイナス要因が多いためと考えられる。

しかし，同じく昭和50年度の成績では放置によって水分低下があり，養分的に低下する

ものもあるが，反面子実の登熟による効果が加味きれる結果，刈り取り時期の遅れによる

栄養価の低下は少ないものと報告しているO
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乙のように年による気象条件の差は大きく，降霜までに登熟するような品種の選定，栽

培法の確立が基本であることを強調したい。

5. 産乳価値

とうもろ ζ しサイレージについて，未熟な原料の場合の産乳価値は牧草サイレージよりや

や劣るととについては，昭和37~38年根釧農試の成績，エローデン卜コーンの未熟原料によ

るサイレージで，また昭和50年新得畜試の成績で登熟の進んだとうもろ乙しサイレージは品

質がよく，栄養価値も高く，産乳効果，牛乳組成面でも高い乙とが報告されているO

6. 牧草と対比しての栄養価と経済性

釧路管内普及員草地部会での試算によると，

(1) 牧草lOa当たり 4 トンと同等の栄養生産に必要な生草量(表 8)。

牧草のイネ科主体で中間刈り(根室，創|路産組飼料品質調査成績~根釧農試)のTDN

は6HぢでlOa当たり生草量 4トンでは. T D N 488 kgとなるO とうもろとしのTDN C北

農試成績からパイオニア中生の熟期別)は未熟期 62.5 ~ぢ，乳熟期 68.7 銘，黄熟期 73.5

9ちから逆算すると未熟期では 4，832kg.乳熟期 3，536kg，黄熟期 2，188 kgとなる。

表 8. 牧草 4t/1Oαと同等の栄養生産に必要生産量(逆算)

T D N 己主二熟期 生草重 水分 .乾物 乾物重
原物乾物lOa当た

Ckg) (%) (%) (kg) (箔) I C銘 り収量

牧 草
中間刈 4，000 80.0 20.0 800 12.2 61. 0 488 (イネ科主体)

未熟 4， 832 83.8 16. 2 781 10. 1 62. 5 488 
とうもろ乙し

パイオニア中生 乳熟 3. 536 79.9 20. 1 710 13.8 68.7 488 
(P 3715 ) 

黄熟 2，188 69.7 30.3 664 22.3 73. 5 488 

注) 1. 牧草は根釧農試のイネ科主体中間刈りの分析データ。

2. とうもろこしは北農試データ。

(2) 10 a当たり年間費用から，とうもろ乙しの収量下限を追求する。

lOa当たり年間生産費用は北見統計情報事務所の昭和50年度生産費調査数字では，牧草

11， 198円，とうもろ乙し 25，082円であるO

① 牧草 4トンとった場合の TD N 1 kg当たり生産費用は，

牧草は 4，000kgでTDN生産量が 488kgであるから 11，198円/488kg= 22. 95円。

② とうもろこしTD N 1 kgがこの 22.95円より安くなって初めてメリッ卜があり，その

採算点は次式になるO

25.082円
22. 95円〉 'x x>l，092.9kg 
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従って，とうもろこしのTDN生産量が. 1. 092. 9 kg以上の時にとうもろとしのメリ

ッ卜がある。

③ さきに北農試の試験成績からパイオニア中生種での各熟期毎のTDN生産量が

1. 092. 9 kg以上の生産をあげるための生草重はそれぞれ以下のようになる(表 9)。

④ 以上から牧草(4トン)より安い飼料として，とうもろ乙しの栽培をするなれば，そ

の目指すべき生草収量目標は各熟期毎に次のように考えられるO

未熟期 10.8 t 糊熟期 6. 4 t 

乳熟 j切 7. 9 11 黄熟期 4. 9 11 

表 9. 各熟期別の生草重

謬L 度 計 算 式 生草 重

未 熟 期 y x O. 101孟1.092. 9 y~三 10.820.8

手L 謬L 期 Y x O. 138孟1.092. 9 Y孟 7.919. 6 

黄 場L 期 Y x O. 223ミ 1，092.9I Yミ 4，901. 0 

7. 今後の問題点

(1) 限界地帯だけに地域により格差が大きい，地域別標準栽培技術体系を確立する。

輪作，品種，播種期，栽植密度，施肥量と施肥法，欠株対策(烏，虫害).除草剤など。

(2) 当地帯の適品種を開発するO

(3) 栄養収量の認識と基本技術の励行。

(4) 牧草との組み合わせによる飼料給与体系(端境期給与，通年サイレージ給与など)。

qo 
ワム


